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Ⅱ．長岡市都市計画マスタープラン

　都市計画マスタ―プランは、都市計画法第18条の２に規定する「市町村の都市計画に関する基本的
な方針」にあたる計画です。
　本市では、既成市街地内に人口や都市機能を集約し、ラダー型広域幹線道路網の整備により信濃川
両岸の都市機能や各地域拠点との結びつきを強化する「コンパクトなまちづくり」を進めます。さら
に、既存ストックの有効活用や長寿命化を図り、将来も安全・安心に住み続けられる持続可能なまち
づくりを目指します。

１．対象区域及び計画期間
　　対象区域：長岡市全域
　　計画期間：2021年度から2030年度までの10年間

２．都市づくりの将来像

北陸自動車道北陸自動車道

大積スマート IC（仮称）大積スマート IC（仮称）
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都市の活力を生み出し、生活を支える３つの拠点を形成し、
円滑な交通ネットワークで結ぶ

POINT
２ 人口・世帯数減少を見据え、既成市街地を有効活用する

POINT
３ 安全・安心で持続可能なまちづくりを追求する
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４．市街地の変遷

　本市では、「長岡都市計画区域」、「栃尾都市計画区域」、「川口都市計画区域」の３つの都市計画区
域を指定しています。長岡都市計画区域では、無秩序な市街地の拡大を防止し、効率的な公共投資等
を図るため、昭和45年に都市計画区域を「市街化区域」と「市街化調整区域」に区分しました。以来、
人口増加及びモータリゼーションの進展に対応して計画的に市街地の拡大を図り、信濃川両岸に良好
な市街地が広がっています。
　現在、市街化区域として約4,819ha、市街化調整区域として約25,081haを指定しています。また、栃
尾都市計画区域では用途地域として約473ha、川口都市計画区域では用途地域として約45haを定めて
います。引き続き、区域の特性に応じたまちづくりを進めます。

○市街地の変遷
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■市街地（用途地域）の広がり

図1 昭和36年 川東の旧市街地と川西の大島地区

昭和45年 新都市計画法による市街化区域及び

市街化調整区域の決定

図2 昭和46年 新都市計画法に基づく用途地域の指定

図3 昭和51年 ３地区を市街化区域に編入

図4 平成 ３年 ９地区を市街化区域に編入

国営越後丘陵公園を逆線引き

図5 平成12年 16地区を市街化区域に編入

図6 平成18年 市町村合併

（中之島、越路、三島、与板、栃尾地域が追加）

図7 平成22年 市町村合併（川口地域が追加）

図8 平成23年 ６地区を市街化区域に編入・２地区を逆線引き
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長岡北スマート流通産業団地地区を市街化

区域に編入

条地区を市街化区域に編入
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